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【概要】 

キャビティ内差周波発生を利用した室温テラヘルツ量子カスケードレーザー光

源は周波数1～6THzの範囲で唯一室温動作が実現されている電流注入型モノリシッ

ク半導体光源である。本研究開発では未開拓な周波数 1THz 帯のキーデバイスとし

て、室温テラヘルツ差周波量子カスケードレーザーの開発を推進し、世界で初めて

サブテラヘルツ帯で動作可能な量子カスケードレーザーの実現に成功した。また、

実現した 1THz 帯光源を基にシリコンレンズを適用することで大幅なテラヘルツ出

力取り出し効率の向上を達成し、周波数 1THz 帯で約 200μW のピーク出力を観測す

るなど、高出力化を実現した。さらに、開発した量子カスケードレーザー光源を外

部共振器に導入することにより、周波数 420GHz～2THz に及ぶ周波数可変シングル

モード量子カスケードレーザー光源を実現した。これら開発した光源を用いたイメ

ージング実験を推進し、この光源を用いて初めて分光イメージングに成功するな

ど、設定した目標を全て達成し、将来の電波有効利用に資する要素技術を確立した。 

 

 

 
 

 


